
(2)魚類、

魚類における調査結果は次の通りである。

注1）

注2）

○印は採集されたもので，△印は聞き取りにより得た情報による。

各調査地点での調査年月日は下記の通りである。

帖佐中学校前付近A1(1992.9.27),A2(1992.12.13),A3(1993.1.17)

豊留橋付近B1(1992.5.10),B2(1992.8.2)

中川原橋付近C1(1992.7.12),C2(1992.7.19),C3(1992.10.25)

坂下橋付近D1(1992.11.22),D2(1993.3.14)

木場付近E(1992.6.19)

湯之前付近F(1993.5.16)

広木橋付近G(1993.9.2)

漆下付近H(1993.9.19)
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ヨウジウオ目

ヨウジウオ科ヨウジウオ ○

ウナギ目

ウナギ科ウナギ ○ △

ニシン目

コノシロ科コノシロ ○

サケ目

アユ科アユ ○○ ○ ○

コイ目

． イ科 カマツカ

ヤ
ッ
ワ
ナ

ハ
ム
カ
ブ

カ
ワ
イ
ソ

タ
カ
オ
ギ
コイ △

○

○

○

○

○○

○

○○

○

○○
○

ナマズ目

ギギ科ギバチ ○

トウゴロウイワシ目

メダカ科メダカ ○○

スズキ目

カワスズメ科カワスズメ

ボラ科ボラ

ハゼ科 ヨシノボリ

カワアナゴ科ドソコ

○○

○○

○

○ ○○

○○

○○

○○○

○
○ ○ ○ ○



（考察）

別府川は河口からおよそ5kmほど離れた船津で山田川と蒲生川に分かれており，蒲生川はさら

におよそ5kmほど離れた下久徳で前郷川と後郷川に分かれている。船津には堰があり，それより

下流は緩やかな平野流となっている。

下流の帖佐中学校前付近ではボラが最も多く，他にドソコ，ヨウジウオ，ウナギなどがみられた。

豊留橋付近では，5月の調査時には体長10cm程度のアユが最も多く，カマツカ，オイカワ，メダ

カ，ドソコ，ヨシノポリなどもみられた。メダカは川岸付近の植生の多い流れの緩やかな所にみら

れたが，個体数はあまり多くなかった。ここでは，魚類以外にスッポソ，アメリカザリガニなどが

採集され，文献(7)によると，テナガエビ，モクズガニなども記録されている。

坂下橋は山田川の中流にあたるが，まわりは自然林が残された山間部で，人家もなく，水もきれ

いである。ここでは，カワムツ，ドソコ，ヨシノポリのほか絶滅危倶種にあげられているギバチを

採集することができた。ギバチは採集後，博物館の展示用水槽にて飼育中である。

木場は上流山間部で川幅は2～3mと狭く，水もきれいである。ここではタカハヤぐらいしか採

集できず，甲殻類ではサワガニが多くみられた。

九州産ギバチPscMZO6"97wsα"、""αcMs(TemmincketSchlegel,1846)について

ギバチはレッドデータブック（環境庁編）によると，九州と関東・東北に不連続分布をしており，

形態染色体，酵素分子型の相違から’両地域の個体群は別種である可能性が極めて高く，系統分

類，生物地理研究に重要な課題をもつものとされている。しかし，九州産のギバチは過去にはかな

りの広範囲の地域から生息が報告されていたが，最近は報告が少なく，分布域と個体群の激減が憂

慮され絶滅危倶種となっている。

本県では過去に川内川’甲突川に記録があり，別府川での記録ははじめてと思われる。今回は別

府川の支流である山田川の坂下橋付近でしか確認できなかったが，さらに詳しく分布状況を調べて

みる必要がある。川内川では過去において

(1)久富木川1960年代には多数いた

今増俊明氏談

(2)羽月川1963年8月8日

西源一郎氏採集参考文献(5)

(3)樋脇川・南方川1978年

参考文献(6)

(4)樋脇川1982年

よく採集される参考文献(3)

|I

などの支流での記録があり，近年の記録ギバチ（別府川産）

では石作義盛氏が栗野町恒次で1993年3月に1頭採集したという情報（未発表）を得ている。甲突

川は分布南限にあたるが，最近は見つかっていない。
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(3)野鳥

調査結果

別府川流域は，変化に富む地形及び複雑な自然環境に恵まれているため，多くの水鳥が飛来する。

また，住宅地にかなり近いので，野鳥観察会等も頻繁に開催されている。本稿では「郷士の生態系

調査会」で調査観察した野鳥のリストと，過去10年間に別府川流域で観察された野鳥のリストをあ

げる。

＊調査日1992年12月13日

調査地姶良町帖佐中学校から河口付近

出現種マガモ，コガモ，カルガモ，アビ，ハマシギ，ミサゴ，ウミウ，ツバメ，ハシポソガ

ラス，ダイサギ，コサギ，ゴイサギ，ハクセキレイ，キセキレイ（14種）

＊調査日1993年1月17日

調査地姶良町帖佐中学校付近

指導者飛松博之

出現種ヒドリガモ，マガモ，カルガモ，コガモ，コサギ，スズメ，ウグイス，コチドリ，イ

ソシギ，ムクドリ，ホオジロ，ハクセキレイ，キセキレイ，ヒヨドリ，ツバメ，カワ

セミ，ヤマセミ，ハシポソガラス（18種）

調査地河口付近

出現種ダイサギ，チュウサギ，コサギ，ゴイサギ，ササゴイ，モズ，キジバト，カワラヒワ，

バン，ツバメ，イワツバメ，コシアカツバメ，ミサゴ，トビ，トラフズク，カワセミ，

ウミウ，ノ､マシギ，ノ、シボソガラス，ヒドリガモ，コガモ，オナガガモ，カンムリカ

イツブリ，アオサギ，ジョウビタキ，ツグミ、スズメ，ヒヨドリ（29種）

＊調査日1993年11月21日

調査地姶良町帖佐中学校から河口付近

指導者沼秀昭，福元誠

出現種カイツブリ，カツオドリ，ウミウ，ゴイサギ，ダイサギ，コサギ，アオサギ，コクガ

ソ，アカツクシガモ，マガモ，カルガモ，コガモ，ヨシガモ，オカヨシガモ，ヒドリ

ガモ，オナガガモ，ミサゴ，トビ，シロチドリ，ハマシギ，イソシギ，キジバト，ト

ラフズク，ツバメ，ノ、クセキレイ，モズ，ジョウビタキ，ツリスガラ，ホオジロ，カ

ワラヒワ，スズメ，ムクドリ，ミヤマガラス，ハシボソガラス，ノ､シブトガラス

（35種）
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過去10年間別府川流域で観察された野鳥のリスト

（沼秀昭氏の報告による）

☆は特記すべき種

★は個体数が少ないか，または数年に1度の割合で観察される種

－38－

伽 目。科 種名 摘要

１
２
３
４
５

カイツブリ目

カイツブリ科 カイツブリ

ﾉ、ジロカイツプリ

ミミカイツブリ

アカエリカイツブリ

カンムリカイツブリ

★
★
★

６
７

ペリカン目

カツオドリ科

ウ科

カツオドリ

ウミウ

８
９
ｍ
、
哩
過
型
超
超
刀
唱
珀
20

21

コウノトリ目

サギ科

コウノトリ科

トキ科

ヨシゴィ

ゴイサギ

ササゴイ

アカガシラサギ

アマサギ

ダイサギ

チュウサギ

コサギ

クロサギ

アオサギ

ムラサキサギ

コウノトリ

ギ
キ
サ
ト

ー
フ
ロ

ヘ
ク

☆
☆
☆
☆
☆

22

23

24

25

26

27

28

29

釦
瓢
誕
調
誕
拓
拓
諏
詔
詔
40

ガンカモ目

ガンカモ科 コクガン

アカツクシガモ

ツクシガモ

オシドリ

-マガモ

カルガモ

コガモ

トモエガモ

ヨシガモ

オカヨシガモ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

オナガガモ

シマアジ

ﾉ、シピロガモ

キンクロノ、ジロ

スズガモ

ウミアイサ

コウライアイサ

☆
☆
☆
★
★
☆

41

42

３
４
４
４

45

46

47

48

ワシタカ目

ワシタカ科

ハヤブサ科

ミサゴ

トビ

ﾉ、イイロチュウヒ

ノスリ

サシバ

チュウヒ

ﾉ、ヤプサ

チョウゲンボウ

★
★



－39－

伽 目。科 種名 摘要

９
０
４
５

キジ目

キジ科 コジュケイ

キジ

51

52

53

54

ツル目

ツル科

クイナ科

マナヅル

クイナ

バン

オオバン

☆

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０１

チドリ目

タマシギ科

ミヤコドリ科

チドリ科

シギ科

セイタカシギ科

ヒレアシシギ科

カモメ科

ターマシギ

ミヤコドリ

コチドリ

イカルチドリ

シロチドリ

メダイチドリ

ムナグロ

ダイゼン

ケリ

タゲリ

キョウジョシギ

トウネン

ヒバリシギ

ウズラシギ

ﾉ､マシギ

サルノ、マシギ

コオバシギ

オバシギ

エリマキシギ

キリアイ

ツルシギ

アカアシシギ

コアオアシシギ

アオアシシギ

クサシギ

タカプシギ

キアシシギ

イソシギ

ソリノ、シシギ

オグロシギ

オオソリノ、シシギ

ダイシャクシギ

ホウロクシギ

チュウシャクシギ

ヤーマシギ

タシギ

セイタカシギ

アカエリヒレアシシギ

ユリカモメ

セグロカモメ

オオセグロカモメ

ウミネコ

アジサシ

クロノ、ラアジサシ

コアジサシ

クロアジサシ

★
★
★
★
★
★
★

101

ﾉ、卜目

ハト科 キジバト
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胸 目。科 種名 摘要

102

103

フクロウ目

フクロウ科 トラフズク

コミミズク

☆

104

105

アマツバメ目

アマツバメ科 ヒメアマツバメ

アマツバメ

106

107

プッポウソウ目

カワセミ科 ヤマセミ

カワセミ

108

109

キツツキ目

キツツキ科 アリスイ

コゲラ

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

スズメ目

ヒバリ科

ツバメ科

セキレイ科

ヒヨドリ科

モズ科

レンジャク科

ヒタキ科（ツグミ亜科）

(ウグイス亜科）

ツリスガラ科

ホオジロ科

アトリ科

ハタオリドリ科

ムクドリ科

カラス科

ヒバリ

ショウドウツバメ

ツバメ

コシアカツバメ

キセキレイ

ﾉ、クセキレイ

セグロセキレイ

ピンズイ

タヒバリ

ヒヨドリ

モズ

ヒレンジャク

ジョウビタキ

ノビタキ

イソヒヨドリ

シロノ、ラ

ツグミ

ウグイス

オオヨシキリ．

セッカ

ツリスガラ

ロ
カ
ジ
ア
オ
オ
ホ
ホ

カシラダカ

ミヤマホオジロ

コ
ジ
ジ
オ
ノ
ア

シベリアジュリン

オオジュリン

カワラヒワ

コイカル

イカル

シメ

二 ユ ナイスズメ

スズメ

ムクドリ

ミヤマガラス

ﾉ、シボソガラス

ノ、シブトガラス

★



Ⅱ調査結果

3 地質

(1)別府川の水系

①水系の特徴

別府川は東西約16h,南北約181m範囲を流れ下っており，多くの支流に分かれているが，調査

したのは山田川および後郷川である。

山田川の上流及び中流域の水系模様は網目状の形態をなす。この地域は古い時代に活動した火

山岩や火山砕屑岩からできており，そこを流れるために浸食が進み網目状をしていると考えられ

る。また，中・下流域は，国分層群の分布する範囲を流れるため，地層が硬いところや柔らかい

ところを流れるので岩盤の規制を受けて蛇行が著しい。

後郷川は中流域に水系模様が複雑になっているところが見られる。この地域は表層部はシラス

であるが，シラスの下の火山岩類等に河川の発達が規制されているものと思われる。

シラス台地を流れる河川模様は，谷頭浸食の形態になり，河川の模様は網目状には発達せず，

やや直線状になる。

全体的に河川の発達が山田川ではすすんでいるが，後郷川は柊野付近と上流付近でよく発達し，

西川内および漆付近は切りたった崖に囲まれた小さな盆地状になっているため，河川の発達は悪

い◎

河川の発達状況をまとめると，別府川は第三紀中新世の火山岩類や永野層が分布するところを

源流として，新期の火山岩や火山砕屑岩の中を流れ，国分層群の分布するところでは蛇行しなが

ら，鹿児島湾へ注いでいる。
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図1別府川流域の水系図
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②河川縦断面図

山田川

河床の傾斜が変わる遷移点が，河口から約18km地点,19.7km地点,23.8km地点の三か

所で見られる。

18km地点までは1/150の勾配で,18～19.7kmは1/21,19.7～23.8kmは1/51,源流部に近

い23.8～27.1kmで1/15の傾斜である。

中流部で傾斜の急な地点は県民の森付近であり，この付近は谷も深く，上流部に近い環境を

もつところである。

後郷川

山田川に比べ河口から23km付近まで緩やかな傾斜を示す河川で，遷移点もlか所しかなく，

23.3kmまでは1/117とゆるやかで，源流部で1/9と急に傾斜を増している。

６
４
２

Ｌ
ｆ
Ｊ
０
１

ZU

乱犀〃､蕊

水系後郷府 川別 川一、

60

40

20

’1、20イ、
広漆
木下
橋

25KmIO や
湯
之
前

（
米
丸
）

'550

図2別府川水系の河川縦断面図
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(2)別府川流域の地質概略

北部には新第三紀中新世の火山岩類，鮮新世末から更新世前期の永野層および安山岩類が分布

する。これらを基岩盤として更新世中期の国分層群が広く分布する。

国分層群からは多くの植物・貝および魚化石のほか，哺乳類の化石も産出している。国分層群

の堆積中及び堆積後には火山活動があったことが知られている。

更新世後期には火砕流堆積物（加久藤火砕流堆積物，蒲生火砕流堆積物，入戸火砕流堆積物）

が，それ以前の堆積物及び火山岩類を不整合に被い，本地域全域に広く分布する。

蒲生町東部から姶良町西部にかけては，米丸・住吉池両マールからの噴出物である完新世の蒲

生火山砕屑岩類が分布する。また，別府川沿いには段丘れぎ層が発達している。

別府川流域の地質層序表（地質総括表）

(※蒲生火山…米丸，住吉池）
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時代 年代 主として堆積岩類 主として火成岩類

第
四
紀

第
三
紀

完
新
世

更
新
世

鮮
新
世

中
新
世

(万年）

０
２
９

●
●

１
２

０
０
０

３
０
０
１
２

沖積層

段丘堆積物

蒲生火山砕屑岩類
※

入戸火砕流堆積物（シラス）

蒲生火砕流推積物

加久藤火砕流堆積物

国
分
層
群

|小田火砕流堆積物
蒲生層

鍋倉火砕流堆積物

|加治木層

永野層

藺牟田火山岩類

新期火山岩類

北薩火山岩類

北薩火山岩類
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図3別府川流域の地質図（鹿児島県地質図，1990）

腰調沖積層 匡三国分層群
厩写1段丘堆積物 〃火山砕屑岩類

原冒1入戸火砕流堆積物(ｼﾗｽ） E火山岩類

日加久藤火砕流堆積物 皿Ⅲ永野層
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(3)各鯛査地ごとの調査結果

①河口付近

水際から堤防までの間は砂ばかりであるが，よく

観察すると水の流れに平行に砂の模様が見られる。

海藻の打ち上げられる場所も特定の場所に限られ

ているなど，干満と河川水の流れの共同作業でこの

ような縞模様が作られたのであろう。

ぎわから

の距離
平面図
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岩石の破片を中心とする砂

色は黒っぽい

石英粒を中心にするが，長石粒も多

い‘ため白っぽい

貝の破片が多く集まっている

岩石の破片及び鉱物粒を中心とする
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海藻が多く打ち上げられている

軽石が多く集まっている

’
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輝石，石英，長石などの鉱物の集合

体よりなる
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堤防

図4．河口付近の砂浜に見られる砂模様

（写真はP62の図34にある）
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査
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月日

時間
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11:30

調
査
項
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外気温

水温

p h

流速

17.5℃

19℃

7.7

－，1/s



ア採集した砂の特徴

次は図4のa,b,c地点で採集した砂の分析結果である。

a:砂の色は灰黒色であるが，白・黒・赤色をした岩片が非常に多く，有色鉱物および磁

鉄鉱はほとんど含まれていない。火山ガラスも含まれている。

b:砂の色は灰色で，輝石，長石，石英を含む。岩片，軽石片や火山ガラスも含まれてい

る。磁鉄鉱は少ない。

C:輝石が極めて多いため，砂の色が黒っぽい。磁鉄鉱も多く含まれている。石英，長石

や岩片も含まれている。火山ガラスは確認できなかった。
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粒径〔函〕

図5．砂の粒度分布（河口付近）

（図4．のa．b、cに対応する）

②帖佐中学校前

アれきの種類

安山岩が主で，ときに

凝灰岩もある。

珍しい物として脈石英

（けい岩）が見られる。

下流には軽石が目立ち，

軽石の濃集部が見られる。

直径2～3”のものが主

であるが直径18”のものもある。水の勢いが弱くなるため軽石も運搬できず堆積させているも

のと考えられる。

イれきの大きさ

干潮時にあらわれた川原の上流側から10m間隔で5ケ所を選んで,5Mf内のレキの大きいも

の20個を測定した結果，上流側が大きく下流側に小さくとほぼ系統的になっていた。
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日

月日

時間

92．9．27 92.12.13

10：15

93．1．17

10：05
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水温

p h

流速
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nl/s

16．0℃

10．5°C

7．5
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ウれきの形

図6のA地点で約280個のれぎを測定した割合は，角れき，5．2％，中程度78.0％，円れ

き16.8％で，中程度が最も多いが，中程度でも亜円れぎが多く，下流になるほど，円磨度を

増す傾向がある。

の-長径0

虻蹴虻蹴虻蹴

叉I■。．▽日110

1：凝灰質砂岩・泥岩，2：凝灰岩火山豆石を含む，3：凝灰石砕屑岩岩脈，

4：凝灰岩その上に土石流跡，5：凝灰岩ほこらとして利用

〔％〕

エ採集した砂の特徴

右図は図6のa地点で採集した砂の分析結果で

ある。

砂の色は灰黒色で，有色鉱物（輝石，角閃石)，

無色鉱物（長石・石英）および岩片・軽石片がほ

ぼ等量含まれている。火山ガラスも含まれており，

磁鉄鉱はやや多い。
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40
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オ

0

210．50．25O

まわりの地質状況 粒径[mm)

川のそばを通る道路沿いでは塊状および成層し図7．砂の粒度分布（帖佐中学校前）
た凝灰岩があり，かなり固いためほこらとして利用されている。塊状の凝灰岩層の中には火

山豆石の濃集部が見られたり，砕屑岩岩脈も見られるなど，この凝灰岩層堆積時には火山活

動や地震活動などが起こったことが推定できる(鍋倉火砕流堆積物)。

上流には凝灰質砂岩が川の中および右岸側に見られる，その上にのる泥層岩中に植物の化

石が見られた。この植物の化石は非常に新しくまだ植物の葉自体が残っている。従って，縄

文海進時に堆積したものと考えられる。
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図8．帖佐中学校前の川原（干潮時）
軽石が多く観察される

③豊留橋付近

5月と8月では水量にかなりの差があっ

たため，水量の少ない8月には川原が広

がっていた。また，流速も遅く1/4程度

であった。

図9．国分層群中の凝灰岩ほこらとして利

用されている（図6の5の位置）

調
査
日

月日

時間

外気温

水温

ph

流速

92．8．2

10:30

32｡C

27℃

7,4

0.43m/s

92．5．10

10:00

18．5℃

17．5℃

7．6

1.7m/s

調
査
項
目アれきの種類

5月の図10の1，2，3の3か所で

測定した結果を表に示す。（単位％）

場所 泥岩 砂岩 安山岩 溶結凝灰岩カコウ岩 その他

0．91 97．8 1．3

2 0．8 99．2

3 1．0 1．0 96．1 1．9

安山岩がほとんどである。珍しいものとして脈石英（けい岩）が見られる。

イ川原のれき大きさ

5月の測定結果をグラフに示すと図12のようになる。

8月には中洲のれきの長径を上流側から4か所で，5伽㎡の枠内で大きい方から20個を測定

した。その結果はa地点:9.6cm,b地点:7.7cm,c地点:7.1cm,d地点:5.5cmと上流か

ら系統的に変化している。
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図12．れきの大きさの分布（豊留橋）

（図10の1，2，3と対応する）
図10．豊留橋付近の川の様子

一5月調査時の川

－－－8月調査時の川

ア：流速測定場所
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図11．図10のX－Y断面
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ウれきの形

5月に測定した結果を右の表に示す｡(単位は%)

中程度のれきが多く,円れぎも10％を越えることか

らわかるように全般的にかなり円磨されている。

エ採集した砂の特徴

図10のa,b地点で5月に採集した砂の分析結果

を図13に示す。

a:色は灰黒色，全体的に有色鉱物は少なく輝石，

角閃石が確認できる。石英，長石，岩片，軽石片

火山ガラスも含まれており，磁鉄鉱はやや多い。

b:角は灰黒角で．合：色は灰黒色で，含

まれている鉱物はa

の試料とほとんど同

じであるが,aに比

べ有色鉱物が多く含

まれている。
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図13．砂の粒度分布（豊留橋）

（図10のa,bに対応する）

オまわりの地質状況

貝化石層の存在･…･･図10の右岸側に化石床が見られる。この化石は青灰色の泥質ないし砂

質シルト層中に産出する。また貝化石だけでなく植物片や木の実なども見られる。これは帖

佐中学校そばで観察された植物片と同じ時代のものである。

この化石床の貝化石は1℃年代での7,040±110yBPが報告されている（森脇広・他，

1986）。

ここで採集した貝化石の種類は次のとおりである。（同定植之原道義氏）

サクラガイ，ツメタガイ，フジツポ，モクハチアオイガイ，ユキガイ，シオフキガイ，ナガ

ニシアサリ，マガキ，ノコギリガキ，サルポウガイ，ナミマガシワガイ，シオヤガイ，オキ

シジミ，パイ，マツヤマワスレガイ，ヘナタリガイ，アラムシロガイ，ムシロガイ，ウミニ

ナ，イセシラガイ，カワアイガイ，カゴメガイ，チゴドリガイ，ヒメカノコアサリ，スダレ

ハマグリ，タイラギガイ，トリガイ，テソグニシ，オオノガイ，マテガイ，ハマグリ，イポ

ウミニナ，カガミガイ，ドンカイイトカケギリ，ツキガイモドキ，クロスジグルマ，ウメノ

－51－

場所 角れき 中程度 円れき

A 13．8 74.4 11．8

B 3．0 84.8 12．2

C 1．0 87.4 11．6



ハナガイ，ヒラフネガイ，マダライオウハマグリ，ユウシオガイ，ヒラシオガイ，ヒメアカ

ガイ，ヒメシラトリガイなど

これら貝化石の特徴から①内湾性である。②砂＞泥の環境である。③イポウミニナ

やオキシジミなどから浅い河口付近の環境を示す。④ハマグリ，カガミガイやアサリなど

から内湾性を示す。

従って，今から7,000年前の縄文海進時には別府川沿いに海が進入してきており，豊留橋

付近では内湾的環境になっていたことがわかる。

図14（写真）にあるように貝化石の含まれる地層の上には段丘れき層がある。このれき層

は縄文海進後，海が退くときに川の傾斜が急になり上流かられきが運ばれ堆積したものと考

えられる。

図15．流速測定中図14．貝化石層

④中川原橋付近

了れきの種類

安山岩れきがほとんどで97～99

％を占める。

その他として軽石，脈石英，泥

岩が見られる。

調
査
日

92．10．25

10:00

17℃

16℃

月日

時間

外気温

水温

ph

流速

92．7．12

10:20

28℃

23℃

7.6

1.35m/s

調
査
項
目

16℃

8.2

0.83m/s

イれきの大きさ

7月の測定結果を図16に示す。

ウれきの形

図18のAおよびB地点での測定結果を右の表に示

す。Aは川原の中で下流側に位置する。従って,B

に比べて丸みをおびたれきが多い。（単位％）
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場所

A

B

角れき

4．9

5．3

中程度

78．3

89．4

円れき

16．8

5．3
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図18．中川原橋付近の様子
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図19．図18のX－Y断面

図17．砂の粒度分布（中川原橋）

（図18のa,bに対応する）
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エ採集した砂の特徴

図18のa,b地点で採集した砂の分析結果を図17に示す。

a:砂の色は灰黒色で，岩片が多い。石英，長石，輝石，軽石片も含まれている。火山ガラ

スがやや目立つ。磁鉄鉱は少ない。

b:砂の色は灰黒色で，岩片がきわめて多い。他はaと同様である。粒径は上流のb地点が

大きい。

オその他の特徴

れぎに混じっている泥岩を割ると植物の葉の化石が見られたことがある。これはこの付近

に分布する国分層群に由来するものである。れきの堆積状態には構造は見られない。脈石英

の空洞の中に石英の小さな結晶が見られる。

まわりの地質状況

凝灰質泥岩がみられるが，化石は発見できなかった。

川がほぼ直角に曲がるところでも凝灰質泥岩である。川はこの場所で淵になっている。

段丘れき層も川沿いに分布している。

力

⑤坂下橋付近

アれきの種類

安山岩がほとんどで，その他に

凝灰角れき岩がある。

イれきの大きさ

図21のA地点の川原にある大き

な石46個を測定したら，平均65”

程度が多かった。

さらに,Aより上流の川原のB地点での50国の中の大きいもの20個の平均は17"である。

川の中には巨れぎも見られ，最大長径5m大のものもある。

ウ川原のれぎの形

中程度が主で，小さいれきには円れぎも見られる。

エその他の特徴

ここの川原は両側から山がせまり上流にちかい環境をもつため，大きなれきが多い。れき

の並び方に特徴はなく雑然としている。脈石英の空隙中には水晶が見られる。
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調
査
日

月日

時間

92．11．22

]’:50

93.3.4

10:20

調
査
項
目

外気温

水温

p h

流速

14℃

10.5℃

7.9

0.7m/s

13℃

8℃

8．0

0.57m/s



オ採集した砂の特徴

図21のa,b地点で採集した砂の分析結果を図20

に示す。

a:色は灰黒色で，岩片が多い。輝石，石英，長石，

軽石片が含まれている。火山ガラスと磁鉄鉱は含

まれてはいるが少ない。

b:aと同様の構成状態である。
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粒径〔“〕力まわりの地質状況

図21の1～10は地質現象である。1：凝灰角れき

岩，2：安山岩とその上にのるれき層，れきは安山

岩れきで円れき～亜円れぎが多い。したがってれき

層は段丘れき層であろう｡3:安山岩の溶岩が2枚，

あいだに角れき部が存在する。4：安山岩の柱状節

理が発達し一部破砕帯になっており，塊状部と破砕

帯部では植生が異なっている。5：安山岩，6：凝

灰角れき岩，7：燈色の火山灰，8：安山岩，9：

安山岩，10：段丘れぎ層，直接の関係は分からない

が，2のれぎ層に比べ新い､ものであろう。
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図加．砂の粒度分布（坂下橋）

（図21のa,bに対応する）
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⑥木場付近

川幅は5.5mあるが，水が流れるところは2～2.5

mほどで，途中いくつも瀬がある。

アれきの種類

96％～98％は安山岩で，他は凝灰岩である。川

床に点在している大きな石は全て安山岩である。

個数

30
イれきの大きさ

水面から表面を出しているれきに

ついて約80個の大きさを測定した結

果を図22に示す。

０
０

１

50100150200

大きさ(cm)

図22．れきの大きさの分布（木場）
ウれきの形冨一．

ほとんどが中程度の円磨度で，小さいれきには円れ

きが目立ってくる。

〔％〕

０
０
０
８

１

エ採集した砂の特徴

図23から分かるように砂というよりれきに相当する

岩片がほとんどである。軽石片は確認できない。

60

０
０
０

４
２

吟モー
オまわりの地質状況

川の両側に凝灰角れき岩が露出している。赤褐色に

風化し，れきは角閃石安山岩が主で，れきの大きさは

210．50．250

粒径(mm)

図23．砂の粒度分布（木場）

最大25cm,平均10cm±である。

板状節理の発達した安山岩も見られる。

『齢．麹､-、
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図24．別府川上流の様子（祁答院町木場）

－56－

調
査
日

調
査
項
目

月日

時間

外気温

水温

ph

流速

92．6．19

11:00

21℃

15．5℃

7.6

ノ

ーI、/S



後郷川

①蒲生町湯之前（米丸）付近

ここは事前調査（平成5年2月）のときには川の

上流側に大きな川原があったが，川の底ざらえで5

月の調査のときには川原はなくなっていた。しかし，

6～8月の長雨・豪雨で再び川原は形成された。

アれきの種類

安山岩が主で，そのほかに脈石英，泥岩が見られる。

イれきの大きさ

3伽､を越えるような大きなものはない。

5㈹n重の枠内にある大きいもの27個を2か所で測定した結果，平均の大きさはそれぞれ7.1

cmおよび7.恥mであった。

ウ川原のれきの形

中程度のものがほとんどで，小さいものは円れきが目立ってくる。

〔％〕

０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

１

エ採集した砂の特徴

色は灰黒色で，石英，長石，輝石，角閃石などの鉱

物や岩片が含まれている。また，軽石片や火山ガラス

が目立つ。磁鉄鉱は少ない。

オその他の特徴

れきの堆積の仕方に規則性が見られた。（図38）

蒲生火砕流と考えられる黒色の溶結凝灰岩や流紋岩

もみられる。凝灰質泥岩も見られるが，丸くなってお

り（円れき)，その中には植物の破片や葉の化石が入

210．50．25O

蒲生火砕流と考えられる黒色の溶結凝灰岩や流紋岩粒径〔皿〕

もみられる。凝灰質泥岩も見られるが，丸くなってお図25．砂の粒度分布（湯之前）

り（円れき)，その中には植物の破片や葉の化石が入っているのが認められた。脈石英がか

なり多く認められ，上流に変質帯があることが予想される。

力まわりの地質状況

川底や川の土手には米丸火山噴出物がみられる。スコリアがかなり固く固まっている。そ

の中に植物の木の実と考えれらるものが一緒に固まっている（図26)。水酸化鉄で川の一部

が赤榿色になっているところもあり，その場所からは泡が出ている。
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(注）米丸火山……蒲生町の米丸および姶良町の住吉池はマールである。

このマールは，完新世の縄文海進の最高頂期直前の7,000～6,500年前に海岸または河口で

あったところにマグマが上昇し，豊富な水と接触してマグマ水蒸気を起こして形成された。
●
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米丸火山噴出物（木片や木の実が軽石図27．川底からガスが噴き出している
などといっしょに溶結している）

蒲生町広木橋

れきの種類

図26

①

ア

安山岩が90％±，脈石英が8％±，その他とし

て軽石，溶結凝灰岩が見られる。また，変質した

安山岩れきも見られる。

イれきの大きさ

川の中には直径1.5m程度の安山岩がみられ，

橋の下に安山岩の岩盤が露出している。川岸には10～2"mのれきが見られる。

ウれきの形

脈石英は角張っている。安山岩のれきは角がとれて

丸みを帯びているのが多い。

〔％〕
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０
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１

エ採集した砂の特徴

色は灰黒色で，石英，長石，輝石，角閃石などの鉱

物や火山ガラスを含む。岩片は黄色のものが目立って

いる。磁鉄鉱もやや多い。

210．50．250

粒径(mm]

図28．砂の粒度分布（広木橋）
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オその他の特徴

レキの並びには規則性が見られない。川の砂の中にはかなり小石が混じっている。流れの

留まるような場所には軽石が集まっている。

力まわりの地質状況

凝灰角れき岩が分布，含まれているれきは安山岩である。

広木橋の下流には滝がある。滝の高さは3m程度と低いが，回りの安山岩の高さは6～7

mあるので，滝は複数段になっている可能性がある（図29)o

図29．広木橋のすぐ下流にみられる滝 図30．国分層群中に見られる小断層（蒲生町

柊野）

(3)蒲生町漆下

アれきの種類

安山岩がほとんどで，その他として凝灰角れき

岩，凝灰岩，脈石英のれきが見られるが，その割

合はせいぜい1％程度である。

イれきの大きさ

川原の中に見られるれきの最大径は50cmである。

5血圏の枠内に見られる，大きいれき20個を2か所

で測定した。その平均の大きさは15cm,13cmであった。

ウれきの形

円れきがやや少なく，中程度が多い。大きめのれきには割れ口のはっきりしたものが見ら

れる。大きいものは中程度～角れきで，小さいものには円れきが多い。
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エ採集した砂の特徴

色は灰黒色，岩片および磁鉄鉱が多い。鉱物として

は輝石，角閃石，石英，長石が含まれている。軽石片

も含まれているが，火山ガラスは少ない。

〔％〕
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０
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60
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オその他の特徴

れきが上流方向に傾いて屋根瓦のように重なりなが
ふくが

ら並んでいる’覆瓦状構造が見られた（図33)。

川原の下流部には，小さな軽石（大きくても3cm,

平均1.5cm程度）の濃集部がある。

210．50．250

粒径(m)

図31．砂の粒度分布（漆下）

力まわりの地質状況

入戸火砕流堆積物の上に段丘堆積物がのる。入戸火砕流堆積物は弱溶結で軽石がレンズ状

に伸びている。

土石流堆積物が川沿いに分布し,2m大の角れきがある。

図32．シラス層の上にのる段丘れき層

（蒲生町漆）

図33．れきの並び方

（上流側（右側）に傾いた覆瓦状構造
がみられる｡）（蒲生町漆）
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(4)まとめ

①れきの特徴

ア大きさ上流部は大きく，下流部は小さいという傾向は確認できた。また，同じ川原で

も上流側は大きく，下流側に小さい傾向が見られた。（帖佐中学校前など）

イ円磨度上流でも中程度の円磨の状態で，上流側がやや角張っている程度で，大きな差

はない。

ウ種類安山岩がほとんどで，下流部では凝灰岩も見られた。また，山田川，後郷川と

も脈石英が見られた。とくに広木橋付近で多く見られたので，付近に変質帯が存

在することが予想される。（かつて姶良町内甑，蒲生町赤仁田，蒲生町漆には鉱

山が稼行していた｡）
ふくが

エ並び方後郷川では，れきが上流側に傾いて並ぶ覆瓦状構造が，蒲生町米丸および漆で

観察できた。この構造はいつでもできるわけではなく，れき大きさや水流との関

係で形成されるため，観察できる場所・時期があることがわかった。

①砂の特徴

ア大きさ砂もれきと同様，上流部あるいは川原の上流側で粒度の大きいものが見られる

傾向がある。（中川原橋など）

イ構成鉱物の種類石英・長石などの無色鉱物，輝石などの有色鉱物と岩片・火山ガラス

などが含まれているが，場所により量比に差が見られる。河口などのよ

うに構成鉱物及び大きさのふるいわけが行われているところがある。川

の上流・中流域でも同じようなことが起こっている可能性がある。

③地質的な特徴

ア化石の存在下流のれきにある凝灰質泥岩には植物化石が見られ，また豊留橋では貝化

石層が見られた。植物化石は約100万年前の国分層群のもので，この付近か

ら出る他の化石などから当時この付近に湖あるいは内湾があったことが想像

される。

貝化石は縄文海進時（約7,000年前）の物で別府川に沿って海水が入り内

湾になっていたことがわかる。

イ段丘れき層国分層群の上のれき層（図35)，シラス層の上のれき層（図32），貝化石

層の上のれき層（図14）と時代を異にする段丘がみられる。

ウ米丸火山噴出物今やら約7,000年前，米丸での火山活動で火山れき・スコリアの噴出

にともない付近の植物なども一緒に溶結している現象（図26）が見られ，

噴火の激しさがわかる。
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図34．河口付近の砂浜にみられる砂の模様 図35．国分層群とその上にのる段丘れき層
（姶良町下名）

図37．溶岩（右）と断層破砕帯（左）植生
に違いがみられる。（姶良町坂下橋）

図36．国分層群中にみられるスランプ構造と
断層（姶良町木登瀬）
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図38．れきの並び方
上流側（左側）に傾いた覆瓦状構造が
見られる。（蒲生町米丸）

入戸火砕流堆積物（シラス）中の軽石
（レンズ状にのびている）
（蒲生町漆下）

図39
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Ⅲまとめにかえて

平成4年度（1992）から2年間にわたって姶良地区を流れる別府川の動・植物及び地質を総合的

に調査した。その調査を通じて，別府川流域の自然の姿を把握するとともに平成5年の夏の豪雨に

よって変化した川原の様子等を知ることができた。調査結果を参考に別府川流域で動・植物及び地

質等の観察に適した場所を次に挙げる。

河口～帖佐中学校

川幅が100m以上もあり，河口では海岸植物のハマヒルガオ，ツルナ，ハマエソドウ，ハマゴウ

などが見られる。秋から冬にかけては野鳥の宝庫で，海に来る烏，川に来る烏，木立に来る烏など

いろいろな烏が観察できる。地質的には海岸の砂が潮の干満で模様をつくっているようすなどが観

察できる。

帖佐中学校前付近では満潮時には海水が遡上し，川原は水没するが，植物はツルヨシが多く，オ

ギ，ネムノキ，アキグミ，ジュズダマ，ヒメガマ，クズ，セイタカアワダチソウなども見られる。

また，珍しい植物としてタコノアシが見られるので探してみよう。

帖佐中学校前は潮が引くとかなり浅くなり，石にくっついているタケノコカワニナを多数見るこ

とができる。秋から冬は河口と同様にマガモ，ヒドリガモ，コサギなど多くの種類の野鳥が観察で

きる。

地質的には道路脇に凝灰岩などが見られ，注意深く観察すると火山豆石や岩脈などが観察できる。

姶良町豊留橋付近

川幅は50mほどあり，堰がある。堰のすぐ下流側に中州や川原が発達している。植生としてはツ

ルヨシ群落が多いが，セイタカアワダチソウ，クズ，ハマスゲ，ヒメジョオンなど多くの植物が見

られる。

昆虫ではオオカナダモが生えている付近に珍しいセスジイトトンボを確認できる。

魚類としては5～6月はアユがこの堰を上っていくのが観察でき，それをねらってサギ類もやっ

てくる。別府川で，ここだけに少数ながらメダカが確認できる。

地質的には縄文時代に海水がこの付近まで進入してきた証拠と考えられる海産の貝化石が川岸や

川底に観察できる。
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姶良町の坂下橋から県民の森付近

姶良町下名からか，県民の森から川沿いに下ってくるコースとがある。坂下橋までは道路は舗装

してあるが，それから先県民の森へは舗装がしてないので，歩きながらの観察に適している。

川の両側には山が迫り，上流の様子を呈してくる。川には大小さまざまな巨れきがあり，その間

を水が流れている。

川原の植物としてはツルヨシが多いが，川岸にはエゴノキ，タニワタリノキなどの木本やカソス

ゲ，シダ類，イタドリ等の草本類，また，急な崖の斜面にはコナラ，アラカシ，イチイガシなどの

照葉樹林が残っており，多くの種類の植物が観察できる。

昆虫では渓流性のヤマサナエやニシカワトソポの他，運がよければ地面にへばりついたムカシヤ

ソマ，上空を高飛するミナミヤソマを見ることができる。

また，魚類としては最近では珍しくなった絶滅危倶種であるギハチを確認できる。

地質的には安山岩，凝灰角れき岩，段丘れき層などいろいろな岩相が見られる。また，木登瀬付
しゅうきょく

近には凝灰質泥岩の層間摺曲や断層が観察できる。

蒲生町米丸（湯之前）

まわりは田園地帯であり，平成5年5月の調査時になかった川原が9月には形成されるなど，水

量の変化によって川の環境は大きく変わることを痛感した。

川原にはツルヨシが多く，堤防ではヨモギ，チガヤの群落やイヌピワ，メダケ等の群落が見られ

る。昆虫としては中流域に生息するキイロサナエ，ミヤマサナエなど多くの種類のトンボが見られ

る。中でもコヤマトンポに混じって飛ぶキイロヤマトソポや，川岸の石の上でじっと止まっている

きれいなアオサナエは県下でも珍しい種類のトンボである。しかし夏の大雨で環境が大きく変わっ

てしまったので今後も見られるか心配である。

魚類はアユをはじめ多くの魚がいるということで淵のところでは釣り人も見られる。

地質的にはこの米丸は縄文海進時の水がマグマと反応して大爆発を起こしてできたマールであり，

付近に爆発したときに噴出した火砕物が分布しているので，観察するといろいろなことがわかる。

また，川原の凝灰質泥岩を割ると化石が出てくる時もあるし，川原のれきの並び方を注意深く観察

すると水がどちらから流れてきたか推定できる。
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調査員名簿
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１
４
７
加
過
賂
岨
躯
妬
邪
訓
弘
師
仙
娼
妬
伯
馳
弱
弱
例
“
〃
刊
門
汚
刃

坂口次雄

福富東 一

岡林功

岡林かおり

鮫島宗文

柚木園寿

宮崎翔 一

飛松博之

国生ノブ子

君付學

津崎鈴子

堀添国尚

今村瑞男

常野森太郎

末吉美津江

瀬戸口まさ子

水流広之

堀民子

米
一

兀 育雄

長谷場三郎

渡辺健

柴田かずひで

豊満尚子

亀沢敏通

下楠園採華

上野武次

内村真 一

姶良町

鹿児島市

国分市

国分市

鹿児島市

垂水市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

加治木町

垂水市

姶良町

国分市

国分市

鹿児島市

伊集院町

鹿児島市

志布志町

蒲生町

蒲生町

鹿児島市

鹿児島市

国分市

国分市

加治木町

鹿児島市

２
５
８
，
皿
Ⅳ
別
閉
邪
釣
犯
妬
詔
虹
必
“
別
弱
弱
弱
侃
開
開
刷
刈
刀
帥

米澤司

榎木紀子

岡林悦子

上野智恵子

鮫島洋一

上野ミワ子

宮崎洋

泊掬生

緒方カズエ

桐野秀信

向井田達夫

内村進

常野宏

鶴田昭三郎

末吉卓哉

谷口哲哉

中原敏晴

横川水城

酒匂潔

税所一彦

渡辺恵介

森永のり子

加納雅裕

亀沢大介

下楠園れい華

田畑レイ子

小川睦美

鹿児島市

姶良町

国分市

姶良町

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

姶良町

鹿児島市

鹿児島市

加治木町

鹿児島市

国分市

伊集院町

国分市

姶良町

加治木町

鹿児島市

鹿児島市

吉田町

蒲生町

鹿児島市

姶良町

国分市

国分市

鹿児島市

国分市

３
６
９
皿
過
肥
飢
塑
〃
釦
銘
銘
釣
狸
妬
蛆
副
弘
〃
帥
闘
髄
的
氾
祁
氾
別

永正彰人

前田芳子

岡林かつら

山口幸彦

鮫島倫子

宮崎雅恵

宮崎朋子

寺脇公男

印南幸子

野間口徹郎

徳留孝次郎

寺師篤

常野有子

末吉隆

末吉麻友

竹本准

吉永ゆき

満尾正廣

二之宮兼久

税所航一郎

渡辺勇貴

橘木国丸

原田逸郎

下楠園尚子

奥野和子

田畑将吾

出水沢孝洋

鹿屋市

大口市

国分市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

姶良町

鹿児島市

姶良町

隼人町

東市来町

国分市

国分市

国分市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

吉田町

蒲生町

加治木町

蒲生町

国分市

鹿児島市

鹿児島市

菱刈町



調査の手引き
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植物

別府川の流域にはどのような植物がどんな生活をしているのでしょうか。砂浜の見られる河口か

ら，レキや砂の河原がある中流域，深い谷となって流れる上流といろいろ変化に富んだ環境となっ

ています。季節による水量の変化も激しい場所で，どのような工夫をして生きているのでしょうか。

野山に生える植物とどんなところが違っているのでしょう。季節による移り変わりも調べます。

1．調査の方法

･現地踏査法一一調査地に生育している植物の名前や高さ，生活のしかたなどについて調べる。

植生一一調査地点に生育している植物全体を植生という。

植物相（フロラ）一一調査地点に生育している植物の全種類をまとめて植物相という。

･方形わく法一一調査地点に生育している植物のすべてについてくまなく調べるのはむずかい、

ので,1m×1mや3m×3mなどの方形わくを置き，わく内の全植物につい

て種類，高さ，被度，群度なとにつ､､て調べる。

被度一一方形わくの面積に対して，ある種類の植物が被って､､る割合のことで，普通は

＋，1，2，3，4，5の階級で表す。

被度の表し方

十 1 2

わずかな個体 面積の1/10以下 面積の1/10～1/4

3 4 5

面積の1/4～1/2 面積の1/2～3/4 面積の3/4以上

帝7－



群度一ある種類の植物の生えている様子を1，2，3，4，5の階級で表す。

群度の表し方

5

4 … ‐……

3 “…鋤"…今迄

2

1

2．河口付近の調査

調査地内にカーペット状に一面に生育

している

大きな斑紋状，カーペットのあちこち

に穴があく状態

小群の斑紋状

小群状

単生

広くはないが河口には砂浜があり，海岸性の植物がみられる。どんな種類がどのような姿で生

活しているでしょう。

葉のつき方

詮 ⑬
母

冨豆今夕

○ロゼット

（ハマナデシコ）

鳶鍔⑧
O地面

(ハーマヒルガオ）

－68－
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そり返る
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根のようす

C塵は地上をはう（ハマゴウ）

二髪=皇皇 塾==皇

O茎は地下をはう（コウポウムギ）

韮二遙夛
‐

3．河原の調査

実の形

霞ゞ
（ツルナ）

冥Ⅷ
(ハマオモト）

河原は植物にとってどのような環境なのでしょう。砂地，石の多い場所，士と変化があります。

植物の種類や生活のしかたにどのようなちがいが見られるでしょう。

環境区分

腸
轍
凝典迷う

11

不安定帯一洪水の被害をよくうけ，ときには植物はほとんど流されてしまう。

安定帯一洪水による被害をめったにうけない。

半安定帯一両方の中間帯で，洪水の被害もうけるが群落をつくる。

帝ト



河原は植物の生活にとって不安定な環境なので，洪水などで裸地ができると帰化植物が侵入しや

すい。

河原の帰化植物の例一ほかにはどんな帰化植物が見られるだろう。

β

聖

鑿
鼈

菱
セイタカアワダチソウ

辮二ぐ:壷

アメリカセソダソグサ ホウキギク

断面図

水ぎわから堤防まで直線をのばし，断面図をつくる。－上流，中流，下流で比較する。

蟻
『

腰

嫌

＋U初

釣

こ二一二一

下流

灘 録
、フ′
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平面図

堤防の上から見た植物集団の平面図をつくる。色分けしたり記号で表すとわかりやすい。

憲砺

坦
③ﾂﾙﾖｼ

②チカヤ
⑧ｶﾓジグｻ

③メダケ

4．森林の調査

別府川は，上流の県民の森付近では深い谷となって流れ，川の左右にはいろいろな樹木が見ら

れます。スギやヒノキの人工林となっている地域もありますが，鹿児島県本土を代表する照葉樹

林も多くあります。森林の中で，植物たちのどんな生き方が見られるのでしょう。

10m×10mの方形わくを設定して，その中の樹木の種類や高さ，直径を調査します。

森林のつくり

１
１

高
木
層

亜
高
木
層
低
木
層

草本層

￥ Eﾘ！
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植生調査 票
平成年月日

調査地 調査者 ． ドラート番号

被度の表し方群度の表し方

＋ 1

0

調査地内にカーペット状に

わずかな個体面積の1/10以下

5

雌－－－盤

4

一面に生育している。

大きな班紋状，カーペット

のあちこちに穴があく状態

〃の

2 3 _慨一巡一一避小群の班紋状
3

こ一避一巡一一並一 小群状

2
I

面積の1/10～1/4面積の1/4～1/2 __L－」－土_工 単生

1
4 5

面積の1／2～3／4面積の3／4以上

種 名 本数 高さ(cm) 被度 群度 備考
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郷土の生態系調査会記録用紙＝植物
■■l■■■■■

■■■■■■■

調査地 調査者

気温 ℃ 川 幅、 川原の有・無

水温℃ 流速 rn／分 水深、 塩水面上

群落平面図（調査地スケッチ）

平成年月日

天気

PH

調査地概要 一一一一一今－－ーー1■＝ーー■■■■＝ー■■一一一一‐つ一■■ーーーq■＝ｰ一一■■■■■■■■一一一一ー‐ﾛ■b－つ一一‐q■b一一つや一4■P一一一－画一一■■■■－－■■一一一一一一一4■■｡■b‐一口一－4■b一一一一一一一一-つー‐一‐q■『ローーーー■■

､一一一一一ー‐一一ーーーーー■■一一一一一一＝q■b-q■B4■b‐一一－一＝’■、ーー■■ー■■ー■■■■■■一÷‐一一一一一－－－－－■■一一一■■■■一一一一一一一一一■■－－－－一一‐一一一一一一一一一■■－■■■■■■一一一一口一一一一一一一●一一

,一一一‐一一一一一ー‐ー＝■■ー■■一一一一＝＝÷一一ｰ一一‐画己＝■■一一一■■■■ー■■一ー一一一q■b~一一一一一一■■■■一一■■■■■■■■一一一一一一一一ーー＝一一一一1■P‐一－－‐‐ーー■■ー■■ー■■一一一一一-一一一一-一‐一一一--‐－－

トー一一一q■■‐＝ｰ■■‐一一＝一一一一一一今一一一一一一一一q■一一■■ー■■一一一q■'一一一一一一一一＝一一一一一＝一一一‐一つ｡■b一一一一●~－－－1■■ー－4■■一q■Pー＝----■■■■－－－－－4■■‐一一一＝ローーーーー■■一■■＝＝■■－＝■■

D＝ーー■■ーー一一一.■■‐‐一一ーq■､ー‐■■ー＝ーーーー■■一一一一一‐今一一一一一一ーーーｰ■■＝一一一一q■p一一一－一一一一■■－－■■－■■■■一■■－■■■■■■■■■■■■＝■■－■■÷一一一q■'一q■P＝■■－■■－■■■■＝一一一一一■

トー一一→一一一q■Pー■■'■い‐一｡－－一一一一－-4■レーーーーー■■一一一一一一■■･－－一‐ーｰーーI■■■I■一‐一－－ｰ一一ロー＝‐－－－－‐ー■■一一■■‐■■－－■■－■■一一一一一●‐‐一一一一■■－■■■■＝一一一q■b＝■■一一一一一一一一

群落断面図

出 現種

P4■■一一一‐●一寺■■‐●一一q■B今一一一一一マーーーーーー■■ーー~‐‐争一一一一一一一q■■一一一●一一一一一一一q■P－－－■'一■■■■－.■－－－一一一一一■■一一一一一一一一‐一一一一■■一一一一一一一一一一一一－－－q■－－－■■‐■■一一一

D‐●一ー■､一口一一一一一寺一一一一●｡■ー■■ー●一一一つ一－■■ー＝■■一一一一一一幸一一一一つーー‐ｰ一口q■ー■■＝一一÷琴一一一一●－.■■－－－一一q■－－q■一口■q■一一一一一｡－1■D－－q■ロー■■一一一■■一－一一一参一一一ﾛ■､一一一一一q■

ローーーーーーー一一一÷ロ●ーーー■■一一●‐－1■b一－－4■b一一‐q■Fーーーー■■一一｡■一q■､一一－一■■一-一一＝■■一一一一一一一一一一一一一－－－●q■－－＝－■■一一●一一一一一一一一■■一一一一■■一一q■b◇一一一一一●一一一一q■－－－＝■
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動物

河川の中や河川周辺には，

ここでは，河川を中心に，

べてみましょう。

1．調査をはじめる前に

どんな動物たちが住んでいるでしょうか。

ある範囲内に見られる動物の種類や数及び分布状況や生態などを調

上・中・下流での住んでいる動物の違いや，同じ場所でも瀬と淵での住んでいる動物の違いな

とに注意して調査を進めましょう。

(1)調査内容（項目）を確認する。

（2）調査員の係分担を決める。（採集係，記録係，カメラ係など）

（3）調査地点を決める。

2．調査の対象

河川の中…肉眼的動物のすべて（魚類，水生昆虫，甲殻類，貝類，環形動物，へん形動物など）

＊したがって，プラソクトソ類は対象外とする。

河川周辺…肉眼的動物のすべて（哺乳動物，鳥類，は虫類，両生類，昆虫類，クモ類，多足類な

ど）

3．調査の方法

【河川の底生動物の場合】

瀬（流れが速く，底には大小の石が重なり合っている）では

1．コドラートによる方法

底辺が40cm四方の自作サーバーネットを用い，底生動物を採集する。

手順

(l)石レキ（大きさはミカン大～スイカ大程度）の多い瀬で，水深30cm位までの所を選び，水

底にサーバーネットを置く。

（2）サーバーネットの40×40mの範囲内にある大きな石は，取り上げてバットに入れる。小さ

な石などは，サーバーネットの中で底生動物を洗い落とし，ネットの中に流しこむ。

（3）サーバーネット内及びバットに取り上げた石にいる肉眼的底生動物をピソセットで管瓶に

入れる。この際管瓶には，80％エチルアルコールを50cc位入れておく。

（4）室内で採集物の整理を行う。採集物を管瓶からシャーレに移し，双眼実体顕微鏡を使い種

の同定と計数を行う。
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○川底にサーバーネット

を置き，底生動物を採

集する。

○採集物を管瓶に入れる。 ○採集物を同定し，整理

する。

謎
鳳

〆検索表
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》
恥
《
淫
一
一
錘
起

屯
一
や
●
壷
■
Ｃ
や
一
●
『
唾

一
一

一
二
一
一
二
一

１
６
０
端

Ｌ
）
一
“

雫や
＝

塵 澪
箕
碧

謬

唇薑
一

､

(B､嘉奎
ロ
竜
一

言

詮琴

ご蝿

(図は自然観察ハソドブックより）

淵（流れがゆるやかで，底には砂泥が堆積している｡)では

2．すくい取り（ザル）による方法

直径1邸､のザルを用い，河川の淵の部分で底生動物

手順

(1)流れの淀んでいる淵の部分で，水底の砂や泥

などと一緒にすくい取る。

（2）ザルを水の流れの中でふるい，泥や砂などを

洗い流す。

（3）ザルの中の肉眼的底生動物をピンセットで管

瓶に入れる。

＊川の流れと住んでいる生物の違い

河川の淵の部分で底生動物を採集する。

、

z涌

… 三二＝と工埠、一辱唇
、｡'昏守ザ

コカクッッI
卜i･豈.ケラ〃､徴’

司
鐘
諺
薑

箸 種職 霄碁
ボご

~

力

~3cm)(1～1.5cm)(2

(図は自然観察ハソドプックより）

【河川の魚類の場合】

1．すくい取り（タモ網）による方法

魚のいそうな場所で，タモ網ですくい取る。採集物は5％ホルマリソ液で保存する。

2．投げ網による方法

－7卜



【河川周辺の脊椎動物の場合】

1．目撃・観察による方法

鳥類やタヌキ，イノシシなど大型の採集困難なものについては，目撃したものを記録してお

く。この際，なるべく写真などでも記録を残すようにする。

2．捕獲による方法

両生類・ハ虫類など捕獲可能なものは採集し，5％ホルマリン液で保存する。

3．ベイトトラップによる方法

ネズミなどの夜行性動物については，ベイトトラップをしかけて捕獲する。

【河川周辺の昆虫類等の場合】

1．捕獲による方法

おもに捕虫網を用い，見つけ採り法，すくい網（スウィーピソグ）法，たたき網（ビーティ

ソグ）法などで採集する。

○すくい網法○たたき網法

千～－一
一

夕

’繍甑潮

、

綴 鰻

（図は楽しい昆虫採集より）

2．ベイトトラップによる方法

地上俳個性の昆虫などは，腐肉等によるベイトトラップにより採集する。

脳象葺。

は楽しい昆虫採集より）
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3．ライトトラップによる方法

ガ類などの光りに集まる昆虫類については，夜間に灯火採集を行う。

＊採集のポイント

(1)月のない暗い夜がよい。

（2）むし暑い風のない日がよい。

（3）樹木がよく繁った谷を見渡せ

る所がよい。

（4）近くに水銀灯などの発光源が

ないほうがよい。

を

I

ﾛ■‐■■■■‐q■‐●‐q■‐‐‐‐‐‐q■ロ■ーq■‐‐●の一一一一一｡‐q■■■q■‐q■■、‐‐‐‐■■‐‐ー‐‐q■‐一■■■■■■‐■■ー●q■■■‐q■ローーーーq■‐‐‐q■q■q■‐q■q■‐■■q■ローー‐q■一戸q■q■－●－－－－，－4■－－－q■一q

(メモ）
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整理

番号

調査員氏名

生息環境

地形特徴

水質汚濁

河川改修

土砂堆積

その他

川幅 水深

、1 c、

種 名

調査年月日 199 ●●●

場所

メッシュコード 4730- －

調査位置 左岸・中央・右岸

調査地スケッチ

流速 気温 水温 PH

rn／秒 ℃ ℃

’

個体数 全湿重量(9)

－7卜



地学

別府川流域の地質的環境を調べることにより，植物相や動物相との関係を探る基礎的素材を提供

する。

1．調査項目

別府川流域の地質

各調査地点での川原の堆積物の状況調査

各調査地点での川原のれきの調査

各調査地点での川原の砂の調査

(1)

(2)

(3)

(4)

2．調査を始める前に

調査項目の確認

調査場所の設定

安全の確認

●

3．調査方法

(l)別府川流域の地質

・全流域にわたって地質図を作成する。

0つ層（例：国分層）という分類ではなく，岩質による分類を中心とする。

圏” 霞．

と調杳地点

叫
価き
岩
点

れ
岩
山
地

罠地質凶J
一

;の岩石易

A－B間の断面図(2)各調査地点での川原の堆積物の状況調査
－－

韻察地点の川原の平面図と断面図

－8卜



(3)各調査地点での川原のレキの調査

調査方法

わく法

・正方形の枠を作り，枠内に入る全てのれきを調べる。

・正方形の一辺の長さは5伽mで，大きいれぎがあり枠内に数個しか入らない場合は,1m

四方で調べる。

・表面に分布する石を調べ，100個以上をめやすとする。

・水ぎわから1m付近のところを調べる。

調査項目

ア種類：泥岩，砂岩，安山岩，カコウ岩，溶結凝灰岩，その他

イ大きさ:1cmきざみで頻度を調べる。

ウ円磨度：角れぎ，中程度，円れき

エその他：堆積状況など

矢代川第一発電所

10 坐--8-8

■ロ■‐

％■■■■■■■■■■■
50100

↑れきの大きさの頻度分布

150 200 250 300cm

蕊
a：長径b:中径c：短径

石の大きさ

丸い……………角・稜が全部すり減り，とがった所

がなく，なめらかなもの。

中くらい…･…・・「丸い」と「角ばっている」の中間

で，多少稜力欝残っていて，角はあっ

ても，極端な凹凸のないもの。

角ばっている…角は，ほとんど残っていて，回りの凹

凸力：はっきりあらわれているもの。

↑大きさは長径aで測る

離職
角ばっている中くらい

丸さの分類

(4)各調査地点での砂の調査

方法

・土質分類用のふるいによって分類する。

・現地では資料採集のみロ実験室で分析

－81－
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1

(l)

岩石の調べ方

分類

岩石は成因によって火成岩，堆積岩，変成岩に大別される。

ここでは，別府川流域に見られるものを中心にのべる。

①火成岩

火成岩はマグマが冷却し固結したものをいう。地下の深いところでゆっくり固まったもの

を深成岩，地表近くで岩脈などとして貫入して固まったものを圭深成豈地表に噴出し冷え

て固まったものを火成岩という。

火山岩の名前については，正確には二酸化ケイ素の含有量によって区分されるが，野外な

どでおおまかに名前を決める目安として，黒くて重くてさらにカソラソ石がみられれば玄武

岩，斜長石の斑晶が多くみられ輝石と角閃石などの鉱物があれI鞍山急さらにそれに石英

がはいれば石英安山岩，これらよりも斜長石や石英が多く，有色鉱物としては黒雲母などが

はいり流理構造がみられれば流紋岩となる。

火成岩の分類

造岩鉱物
石

深成岩 カコウ岩 センリョク岩 ハンレイ岩 超塩基性岩

半深成岩 カコウハン岩 ピン岩 キリョク岩

火山岩 流紋岩石英安山岩 安山岩 玄武岩

SiO2% 665245

－82－



② 堆積岩

堆積岩には砕屑岩（レキ岩，砂岩，泥岩），火山砕屑岩（凝灰角れき岩，凝灰岩），化学

的沈澱岩，生物源沈澱岩と区別される。

この地域では主に砕屑岩がみられるので，野外での観察の仕方について述べる。

・砕屑岩

れき，砂，泥の区別は粒の大きさで分ける。

2mm

1/16m

レキ

砂

シノレ

粘土

卜

レキ岩

砂岩

｝泥 泥岩ケツ岩粘板岩

(注）泥岩は，固結の程度が進むに従いしだいに特徴的な割れ方を示し，それ

によって岩石名も変わる。特定の割れ方をしめさないものを泥岩平らで，

細長い破片状の割れ方をするものをケツ岩，平板状に割れるものを粘板岩

とよぶ。

火山砕屑岩

含まれている火山岩のれきの大きさで分ける。

32mm

4mm

－

－

火山角レキ岩

凝灰角レキ岩

火山レキ凝灰岩

凝灰岩

・溶結凝灰岩

軽石や黒曜石のレンズがみられる。一見安山岩に見えるときがあるので注意深く観察す

ること。

◆その他の堆積岩

チャート，石灰岩，ケイソウ士など

③変成岩

種類としてはヘンマ岩・結晶片岩・ホルソフェルスなどあるが，県内にはホルソフェルス

がおもで，他の変成岩は少ない。

ホルソフェルスは一般に黒っぽく硬く級密である。

刑3－



(2)肉眼による岩石の同定

厳密には，偏光顕微鏡や化学分析などによって行うが，野外でルーペとハソマーとを使って

簡単に岩石を同定する方法を示す。

岩石の分類

岩石

割れ口に0.5mmより大きい鉱物の結晶の有無を見る

(結晶が見える）

結晶の並び方を見る

(方向性がない）（方向性がある）

組織を見る

(等粒状）

(つく）（つかない）

A B

結晶質石灰岩
（大理石）

カコウ岩

センリヲク岩

'、ンレイ岩

(斑晶状）

C ，

ヘンマ岩

結晶片岩

半深成岩

火山岩
ホルンフェルス

(結晶が見えない）

餅 鱸（鯛
スの

た跡

るも ）
泥のように細かい粒
子,0.3mm以下の結晶
が入っているもの

E

黒曜石
松脂岩

F

軽石
溶岩

－84－

(簿）幟）

G H

泥岩

ケツ岩

粘板岩
結晶片岩

レキ岩

砂岩

火山角レキ岩
i疑灰角レキ岩

醗灰岩

火山レキ凝灰岩

(つく）（つかない）

｜’
I

’
泥岩

ケツ岩

睦灰岩
石灰岩

』

流紋岩．
玄武岩
ホルンフェルズ

チャート

ケイ岩



2鉱物の調べ方

岩石を構成している鉱物は大きくても数nm程度なので，鉱物の結晶形などは無理であるが，色・

透明度・光沢・ヘキ開（鉱物特有の割れ方）の有無とその方向などをルーペで観察する。岩石は

ハソマーで割って新しい断面でさがす。

主な鉱物とその特徴

－85－

鉱物の名
い●_

剛 形 色 その他の特徴

石英

Puartz)

そろばん玉状

不定形
無角透明

ガラス光沢がある

割れ口は貝殻状。透明度高

(0

無角蚕明

～乳白色
透明度は低い

斜長石

(Plagimlase) 〃 直方体
無角凌明

～乳白色

透明度は低い

四角っぽい

雲母

(Biotite) Q 六角板状
E彊
J0b，

酸化すると金色

ペラペラはげやすい

平らな面は光沢がある

角閃石

Ghmblende) 〔]雪辮角〃 黒～黒緑色
強い光沢がある

つぶすと針状に割れる

⑦ 短い柱状 黒～暗緑色
八角柱状をしている

光沢はあまりない

ne) に
１
１

１

やや長い八角柱状 黒褐色～褐色 ビールびんのような色

かんらん石

(Olivine) ⑨ まるみ力：ある オリーブ色 ころころした感じ

磁鉄鉱

MgnetiL) ● 正八面体 里
JDC，

磁石を近づけるとくっつく

金属光沢がある

火山ガ

(Volcanic

ラス

Glass)

パブルウォールタイプ

ファイバータイフ。
無色蚤明

割れた電球の破片状の形

繊維を束ねたような形



’

川原の石ころ調べ調査票（調査場所 ）

No 調査日 年月日 調査者氏名

1．石の種類（個数・％）

泥岩 砂岩 安山岩 カコウ岩 溶結凝灰岩 その他 計

［補足説明］ 一一一■■一一一一‐一一一－一一一‐‐‐ー一一一一一■■一つ一一‐一一一■■■■一一ー 一一一一一■■－－＝‐一一一一■■■■■■ーー‐‐--＝ーー‐一｡■■ー■■■■ー■■--今一一一一一一■■■■ー一一‐‐q■■■■■■＝■■一一－一ー＝■■■■ーー一一一

ーー一一‐一一‐＝■■一つー ‐‐一一一一一一一一＝‐一－－-一一一一一一一一一一一■■一一一‐一一‐ー＝■■－－ー今今一一一■■一一‐‐‐‐口一一■■ー一一｡●‐■■■■一ー一一‐‐ー■■ー一一一一一一一■■＝ーー一■■一一一一一I■■■■＝ー一■■‐一一

一一一一一一一つー■■一一一‐一つ一一一■■一－一一‐一一一■■＝一一‐つ一一－－■■一一一一一一‐ー－－－ー一一●‐－■■■■■■‐‐一一一‐－－－■■一一一‐一一一■■一‐‐一一一一一一‐一一一一■■一一ー一ー‐一一一一ロー■■一一一一一---■■■

2．大きさ（単位m)(個数・%)

~10 ~20 ~30 ~40 ～50 ~60
～ 70 ~80 ～ 90 ～100 ~110

～120 ~130 ~140 ~150 ～160 ~170 ~180 ~190 ~200 ～210 ~220

～230 ～240 ～250 ～260 ~270 ～280 ~290 ~300 301~ 計

［補足説明]_____.__________________.__________________________..___….-..--…-.--.--..----‐

－-一一一一一一一一一一一一一■■‐＝一一■■'一一一■■‐一一.■B一一＝■■一一一一一一一一■■一一一一つ÷一一■■一一一一一一■■＝一一一‐÷｡ー一一一一－つ一一■■一一◇一一一■■＝一一ー■■ー己一‐一一■■ー■■一一一一一■■一一一~ー‐一一一一ー
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川原の砂の粒度分析（採集地 ）

粒度分析
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No 採集日 年月日 分析者氏名

砂粒の大きさ 重量 百分率

孔径2mmのふるいの砂 2.0mm以上（れき） 9 ％

孔径1mmのふるいの砂 1.0～ 2.0mm (極粗粒砂）

孔径0.5mmのふるいの砂 0.5～ 1.0mm （粗粒砂）

孔径0.25mmのふるいの砂 0．25～ 0.5mm(中粒砂）

受け皿の砂 0.25mm以下（細粒砂）

合計
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